
　

阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
日
本
列
島
で
は
大
規
模
地
震
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
い
将
来
に
は
東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
大
規
模
地
震
は
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

に
大
切
な
の
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
震
に
備
え
て
お
く
こ
と
。
具
体
的
に
は
耐
震
診
断
を
受

け
て
住
宅
の
耐
震
性
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

　

西
脇
市
で
は
、
簡
易
耐
震
診
断
や
兵
庫
県
が
実
施
し
て
い
る
「
わ
が
家
の
耐
震
改
修
促

進
事
業
」
の
上
乗
せ
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
建
築
工
事
に
着
工
し
た
住
宅
が
対
象
で
す
。
制
度
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

家
族
の
命
を
守
る
た
め
住
宅
の
耐
震
化
を

西
脇
中
学
校　

足
立
夏
帆

西
脇
南
中
学
校　

𠮷
田　

光
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「
進
化
」。私
の
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
を
一
言
で
表
す
と
こ
の

言
葉
に
な
り
ま
す
。
何
が
「
進

化
」
し
た
か
と
言
う
と
、
一
つ
目

は
、
視
野
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
学

校
と
家
の
往
復
で
は
気
付
け
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
少
し
そ
の
外
へ

出
て
み
る
と
、
私
た
ち
の
い
る
世

の
中
は
「
色
ん
な
人
が
い
て
色
ん

な
方
向
か
ら
支
え
合
っ
て
い
る
」。

だ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
ん
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
気

づ
い
て
か
ら
一
方
的
だ
っ
た
私
の

考
え
が
一
気
に
幅
を
も
ち
視
野
が

広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
で
す
。
広
報
の
仕
事
は
、

初
対
面
の
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
情

報
を
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
り
多
く

の
情
報
を
聞
く
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
コ
ツ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
2
つ
を
も
っ
と
自
分
の
も

の
に
し
て
前
の
自
分
に
は
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
い
で
す
。

こ
の
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で
、

私
た
ち
中
学
生
は
社
会
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

今
よ
り
充
実
し
た
中
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
脇
市
で
は
、
自
治
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
で
あ
る
「
西
脇
市
自
治

基
本
条
例
」
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
行
政
計
画
の
指
針
と
な
る
「
総

合
計
画
」
や
行
政
改
革
の
方
針
・

方
策
を
示
し
た
「
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
条
例
や
計
画
が
適
切

に
運
用
さ
れ
、
目
標
に
向
か
っ
て

着
実
に
進
ん
で
い
る
か
、
皆
さ
ん

に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
市
民
視
点

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め

「
西
脇
市
ふ
る
さ
と
経
営
推
進
市

民
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

会
議
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
委

員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た

の
声
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
す
る
人
数

　

3
名
程
度

◆
活
動
期
間

　

8
月
か
ら
平
成
27
年
3
月
ま
で
。

年
3
〜
5
回
、
平
日
夜
7
時
か

ら
2
時
間
程
度

◆
応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

18
歳
以
上
の
方

◆
会
議
の
構
成
員

　

学
識
経
験
者
の
ほ
か
、
今
回
の

募
集
人
数
と
合
わ
せ
市
民
15
人

程
度
を
予
定

◆
応
募
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
を
書
き
、
郵

送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
7
月
17
日

（
水
）ま
で
に
左
記
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

任
意
の
様
式
で
も
結
構
で
す
。

◆
そ
の
他

・
応
募
人
数
等
に
よ
り
、
選
考
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
会
議
へ
の
参
加
報
酬
・
謝
礼
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
応
募
・
問
合
せ

　

〒
6
7
7‐8
5
1
1

　

西
脇
市
郷
瀬
町
6
0
5

　

西
脇
市
役
所
企
画
政
策
課

　
（
市
役
所
内
線
2
2
6
）

　
　

22‐1
0
1
4

　

kikaku@city.nishiwaki.hyogo.jp

5

 
今までの市民会議委員の皆さんの声

 
・西脇市の将来のことを本当に考えておられる方に
メンバーとして加わっていただければいいと思い
ます。このような活動にかかわっていただける方
が、一人でも多くなればいいなと感じました。
・私は専業主婦で、世間のことはあまり分かりませ
んが、この会議でいろいろ意見を聴かせていただ
き、勉強になりました。　など

　

僕
が
ト
ラ
イ
や
る
で
西
脇
市
役

所
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、
将
来
公
務
員
と

い
う
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
こ
こ
な
ら
僕
の

将
来
の
夢
に
近
づ
け
る
と
思
い
、

希
望
し
ま
し
た
。
実
際
行
っ
て
み

る
と
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
一

つ
は
、
大
人
の
世
界
は
想
像
以
上

に
厳
し
い
と
い
う
こ
と
、
仕
事
は

と
て
も
奥
が
深
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
二
つ
目
は
、
西
脇
市
は
広
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
は
生
ま
れ

て
か
ら
ず
っ
と
西
脇
市
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
中
に
は
知
ら
な
い
と

こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
実
際
に

自
分
で
足
を
運
ん
で
み
る
こ
と
で

そ
の
広
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
イ
や
る
を
通
じ
て
職

場
で
も
厳
し
さ
の
中
に
楽
し
さ
や

面
白
さ
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
初
日
こ
そ
は
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
職
員
の
方
の
温
か
い
ご

指
導
の
も
と
、
少
し
で
も
自
分
の

夢
に
近
づ
く
体
験
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
西
脇
市
や

社
会
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
〰
〰
〰
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「
西
脇
市
ふ
る
さ
と
経
営
推
進
市
民
会
議
」
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
政
運
営
に
あ
な
た
の
ご
意
見
を

耐
震
診
断
か
ら
耐
震
改
修
工
事
ま
で
の
流
れ
と
支
援
制
度
を
紹
介
し
ま
す

　

専
門
家
に
よ
る
「
簡
易
耐
震
診

断
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
店
舗
併
用
住
宅
等
の
場
合
は
、

延
べ
面
積
の
過
半
が
住
宅
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

※
平
成
12
〜
14
年
度
実
施
の
「
わ

が
家
の
耐
震
診
断
推
進
事
業
」

の
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅
や

プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
住
宅
は
対
象

外
で
す
。

木
造
の
戸
建
住
宅
は
無
料

　

平
成
25
年
度
か
ら
木
造
の
戸
建

住
宅
は
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
の
住
宅
は
、
都
市
住
宅
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
、
改
修
設
計
の
業
務

費
用
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

▼
県
の
補
助
金
額

　

補
助
対
象
費
用
の
2
／
3

※
戸
建
住
宅
20
万
円
、
共
同
住
宅

　

12
万
円
／
戸
が
上
限
で
す
。

▼
市
の
補
助
金
額

県
が
決
定
し
た
補
助
対
象
費
用
の

1
／
6

※
対
象
は
戸
建
住
宅
の
み
で
５
万

円
が
上
限
で
す
。

例
）
策
定
費
30
万
円
の
場
合
、
最

大
25
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　

耐
震
改
修
工
事
費
用
に
対
し
て

補
助
し
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

市
の
補
助
対
象
は
、
戸
建
住
宅
の

み
で
30
万
円
が
上
限
で
す
（
上
記

グ
ラ
フ
参
照
）。

例
）
耐
震
改
修
工
事
費
が
1
8
0

　

万
円
の
場
合
、
90
万
円
を
補
助
。

2
8
0
万
円
以
上
の
場
合
、
最

大
1
2
3
万
3
千
円
を
補
助
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
れ
ら
は
、
主
に
戸
建
住
宅
の

支
援
制
度
の
紹
介
で
す
。
そ
の
他

の
住
宅
や
詳
細
な
条
件
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

都
市
住
宅
課

　
（
市
役
所
内
線
2
7
9
）

 
さ
と
の
空
き
家
活
用
支
援
事
業

 　
兵
庫
県
は
、
空
き
家
率
が
高
い

農
山
村
部
を
対
象
に
、
水
回
り
等

の
改
修
工
事
費
を
助
成
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
地
域　

市
街
地
を
除
く
農

山
村
地
域

◆
対
象
住
宅　

次
の
要
件
す
べ
て

を
満
た
す
住
宅
①
多
自
然
地
域

内
に
あ
り
、
現
に
空
き
家
②
木

造
在
来
工
法（
木
造
軸
組
工
法
）

に
よ
り
建
築
さ
れ
た
民
家
③
水

回
り
設
備
等
の
改
修
工
事
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
住
宅
④
空
き

家
に
居
住
し
、
ま
た
は
活
用
し

よ
う
と
す
る
者

◆
対
象
者　

10
年
以
上
空
き
家
に

居
住
し
よ
う
と
す
る
者
、
空
き

家
を
賃
貸
住
宅
と
し
て
活
用
す

る
者

◆
対
象
経
費　

台
所
、
浴
室
、
便

所
の
改
修
工
事
費
お
よ
び
こ
れ

ら
に
附
帯
す
る
内
外
装
改
修
工

事
費
（
土
間
・
か
ま
ど
、
浴
槽
、

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
と

す
る
改
修
な
ど
）

◆
補
助
額　

対
象
工
事
費
に
応
じ

た
定
額
補
助（
１
／
3
上
限
）

◆
募
集
期
間　

7
月
31
日
ま
で

　
（
状
況
に
よ
り
2
次
募
集
あ
り
）

◆
受
付
・
問
合
せ　

都
市
住
宅
課

　
（
市
役
所
内
線
2
7
9
）

※
詳
細
・
応
募
書
類
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

ス
テ
ッ
プ
１

　

ま
ず
簡
易
耐
震
診
断
を

ス
テ
ッ
プ
２

　

耐
震
改
修
設
計
を
実
施

ス
テ
ッ
プ
３

　

耐
震
改
修
工
事
を
実
施

地震がきても
大丈夫かな？

家は傾いて
いないかな？ 基礎は問題

なさそうだ！

○補助制度のイメージ（木造の戸建住宅の場合）

補
助
金
額
（
万
円
）

補助対象工事金額（万円）

市補助金　
補助率1/4、最大30万円

県補助金　
補助率1/3、最大80万円

県補助金加算　
（耐震診断の結果0.7未満で、
　工事費が240万円超の場合）
補助率1/3、最大13.3万円


